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議４
日
●
第
３
回
議
会
定
例
会

　
　
　
　

正
副
議
長
、
常
任
委
員
長

打
合
せ

８
日
●
第
３
回
議
会
定
例
会　

開
会

　
　
　

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

11
日
●
橿
原
市
新
庁
舎
視
察

14
日
●
第
３
回
議
会
定
例
会　

再
開

　
　
　

一
般
質
問

19
日
●
区
長
会

26
日
●
例
月
出
納
検
査

27
日
●
吉
野
地
区
交
通
対
策
協
議
会

　
　
　

吉
野
地
区
防
犯
協
議
会
総
会
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の話題村
　

６
月
９
日
（
土
）
か
し
は
ら
ナ

ビ
プ
ラ
ザ
に
て
、「
つ
み
木
積
み

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
手
だ
け
で
大
き
さ
の
異
な
る

積
木
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
皆
さ

ま
苦
戦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

13
個
積
み
上
げ
た
優
勝
者
に

は
、
く
ろ
た
ん
グ
ッ
ズ
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
（
日
）
に
は
、
や
ま

な
み
ス
テ
ー
ジ
に
て
「
第
４
回
つ

み
木
積
み
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

６
月
７
日
（
木
）
長
瀬
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
、
第
3
回
「
黒
滝
白
き
ゅ

う
り
づ
く
り
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

16
名
が
受
講
さ
れ
、
摘
芯
の
方
法

や
仕
立
て
方
に
つ
い
て
体
験
を
交
え

て
学
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

白
き
ゅ
う
り
は
例
年
６
月
中
旬
か

ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。

　

教
室
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
た

く
さ
ん
の
立
派
な
白
き
ゅ
う
り
を
収

穫
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

６
月
２
日
（
土
）
吉
野
ラ
ッ
キ
ー

ボ
ウ
ル
に
お
い
て
、
３
歳
児
以
上
の

会
員
及
び
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校

に
通
う
園
児
児
童
を
対
象
に
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
名
の
参
加
の
も
と
、
み
ん
な
で

声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

子ども会連絡協議会
ボウリング大会

第３回  フォトロゲイニング
IN黒滝村

つみ木積み大会
たるまるカフェ 森のコンサート vol.7
～バイオリン・フルート・ピアノ

で聴くシネマミュージック～
　

６
月
10
日
（
日
）
黒
滝
村
旧

役
場
庁
舎
に
て
、「
ま
ほ
ろ
ば

ま
ほ
ろ
ば

note
note

」（
バ
イ
オ
リ
ン
佐
々
木
真

実
・
フ
ル
ー
ト
西
田
麻
希
子
・
ピ

ア
ノ
北
端
絵
美
）
に
よ
る
第
７
回

「
た
る
ま
る
カ
フ
ェ　

森
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
な
じ
み
の
映
画
音
楽
や
デ
ィ

ズ
ニ
ー
映
画
の
名
曲
、
ス
タ
ジ
オ

ジ
ブ
リ
作
品
の
メ
ド
レ
ー
な
ど
、

皆
さ
ま
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、「
ね
え

の
ご
っ
つ
ぉ
」
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

会第
３
回
議
会
定
例
会

議
会
活
動
状
況

６
月

德田行政相談委員が
「公益社団法人全国行政相談委員

連合協議会会長表彰」を受賞　
こ
の
た
び
、
本
村
行
政

相
談
委
員
の
德
田　

初
氏

が
、
そ
の
業
績
が
顕
著
で

他
の
模
範
と
な
る
旨
認
め

ら
れ
、「
公
益
社
団
法
人

全
国
行
政
相
談
委
員
連
合

協
議
会
会
長
表
彰
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
を
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
、

６
月
８
日
（
金
）
か
ら
14
日
（
木
）
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ

れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

村の話題

　

５
月
27
日
（
日
）
村
内

に
お
い
て
、「
第
３
回
フ
ォ

ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
IN
黒
滝

村
」
が
開
催
さ
れ
、
約
70

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

と
は
、
時
間
内
に
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ
て
写

真
を
撮
り
、
合
計
点
数
を

競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

当
日
は
青
空
が
広
が
る

絶
好
の
撮
影
日
和
で
し
た
。キ

は
フ
ワ
フ
ワ
で
美
味
し
い
と
大

変
好
評
で
し
た
。

　

た
る
ま
る
カ
フ
ェ
で
は
ワ
ン
ド

リ
ン
ク
お
や
つ
付
き
５
０
０
円
で

音
楽
が
楽
し
め
ま
す
。

　

次
回
も
お
楽
し
み
に
！

◆
一
般
質
問

 

・
道
の
駅　

吉
野
路
黒
滝
の
駐
車
場
に

　

つ
い
て

 

・ 

河
川
敷（
一
部
区
域
）に
お
け
る
バ
ー

　

ベ
キ
ュ
ー
の
禁
止
に
つ
い
て

（
阪
中
議
員
）

 

・
空
き
家
状
況
及
び
村
営
住
宅
に
つ
い

　

て

（
堀
口
議
員
）

◆
条
例
改
正

 
・
議
案
第
１
号　

黒
滝
村
の
特
別
職
の

　

職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅

　

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

 

・
議
案
第
２
号　

一
般
職
の
職
員
の
給

　

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

◆
補
正
予
算

 

・
議
案
第
３
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

　

つ
い
て

 

・
議
案
第
４
号　

平
成
30
年
度
黒
滝
村

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

  （
第
１
号
）
に
つ
い
て 

◆
そ
の
他

 

・
報
告
第
１
号　

平
成
29
年
度
繰
越
明

　

許
費
繰
越
計
算
書
報
告
に
つ
い
て

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

黒滝白きゅうりづくり教室



５ 広報くろたき　No．433 ４2018 年 7月号

村の話題
　

６
月
10
日
（
日
）、
寺
戸
地
区
こ
ど

も
園
上
部
に
お
い
て
山
林
火
災
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
で
、
黒
滝
村
消
防
団

連
携
訓
練
が
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
及

び
吉
野
警
察
署
の
参
加
・
協
力
を
得
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
、
阪
中
団
長
以
下
消
防
団

員
、
油
谷
分
署
長
以
下
広
域
消
防
組
合

職
員
、
辻
村
村
長
以
下
村
役
場
職
員
の

計
62
名
が
参
加
し
、
付
近
の
河
川
よ
り

合
計
５
６
０
ｍ
の
距
離
を
、
途
中
防
火

水
槽
を
利
用
し
な
が
ら
自
動
車
ポ
ン

プ
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
利

用
し
て
送
水
し
、放
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
員
及
び
関
係
職
員
は
本
番
さ
な
が

ら
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　

訓
練
実
施
に
伴
い
、
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

河
川
か
ら
遠
く
連
携
が
必
要
な
地
域
を

重
点
的
に
訓
練
を
実
施
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

訓訓  

練練  

参参  

加加  

構構  

成成

 
・
本

部　

16
名
（
要
員
含
む
）

　
　

本
部
車　

１
台

 

・
西
部
分
団　

11
名

　
　

ポ
ン
プ
車　

１
台
、
積
載
車　

１
台

 

・
中
央
分
団　

20
名

　
　

ポ
ン
プ
車　

１
台
、
積
載
車　

１
台

 

・
東
部
分
団　

８
名

　
　

ポ
ン
プ
車　

１
台
、
積
載
車　

１
台

 

・
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
黒
滝
分
署

　
　
　
　
　
　
　

３
名

　
　

ポ
ン
プ
車　

１
台

 

・
吉
野
警
察
署　

１
名

人
員
合
計
62
名

　

団
員
42
名　

広
域
消
防
組
合
職
員
３
名

　

警
察
署
員
１
名　

要
員
他
16
名

車
両
合
計
８
台

　

ポ
ン
プ
車
４
台　

積
載
車
３
台

　

本
部
車
１
台

※
こ
の
他
、
村
議
会
議
員
、
Ｏ
Ｂ
団
員
に

　

視
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
消
防
団
と

村
消
防
団
と

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
に
よ
る

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
に
よ
る

合
同
ポ
ン
プ
連
携
訓
練

合
同
ポ
ン
プ
連
携
訓
練

消
防
団
連
携
訓
練
実
施

　

法
律
で
決
め
ら
れ
た
基
準
を
満
た
す

焼
却
炉
以
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と

を
「
野
焼
き
」
と
い
い
ま
す
。
ド
ラ
ム

缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、
地
面
に
掘
っ
た

穴
等
で
の
焼
却
も
「
野
焼
き
」
に
あ
た

り
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
火
災
の
原
因
や
毒
性
の

強
い
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
発
生
さ
せ
る

危
険
性
も
あ
り
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ

り
、
一
部
例
外
を
除
き
全
面
的
に
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
定
に
違
反
し

て
廃
棄
物
の
焼
却
を
行
う
と
処
罰
の
対

象
と
な
り
、
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く

廃
棄
物
の

廃
棄
物
の

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

野
外
焼
却（
野
焼
き
）は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
! !! !

　

差
別
を
な
く
す
運
動
強
調
月
間
中
の

行
事
と
し
て
、
差
別
を
な
く
す
村
民
集

会
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
日
に
人
権
・
行
政
に
つ
い
て

の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会

【
日　

時
】
７
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

【
場　

所
】
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

人
権
啓
発
公
演

◆
講　

師

　

在
日
二
世
の
ソ
ウ
ル
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー

　
　

新
井　

深み

絵え　

さ
ん

◆
演　

題

　

  「
心
元
気
に

　
　

〜
一
歩
ふ
み
だ
せ
ば
風
は
か
わ
る
〜
」

人
権
・
行
政
相
談

人
権
・
行
政
相
談

【
日　

時
】
７
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

【
場　

所
】
黒
滝
村
役
場
２
階
会
議
室

【
相
談
員
】    （
敬
称
略
）

　

人
権
擁
護
委
員  

山
内  

弘
昭（
中
戸
）

　

人
権
擁
護
委
員  

上
浦  

早    （
槙
尾
）

　

行
政
相
談
委
員  

德
田  

初　
（
鳥
住
）

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は
地
域

社
会
で
あ
り
、
ま
た
、
罪
を
償
い
、
改

善
更
生
を
果
た
す
場
も
地
域
社
会
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
罪
を
犯
し
た
人
も
非

行
の
あ
る
少
年
も
、
い
ず
れ
は
改
善
更

生
し
て
社
会
に
復
帰
し
、
地
域
社
会
の

一
員
と
し
て
、
よ
り
良
い
社
会
の
実
現

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な

　

地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
取
組
を
進

　

め
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち

　

直
り
を
支
え
よ
う

◆
重
点
事
項

 

・
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で

　

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

 

・
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務

　

所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら

７
月
は  

差
別
を
な
く
す
運
動
、

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動  

の
強
調
月
間
で
す

　

７
月
９
日
（
月
） 

奈
良
県
一
斉
地
震

行
動
訓
練
（
ナ
ラ
・
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日
、
村
内
全
て

の
屋
内
戸
別
受
信
機
と
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
、
地
震
発
生
と
1
分
間
の
安

全
確
保
行
動
を
促
す
訓
練
放
送
が
行
わ

れ
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
を
機
会
に
、
実
際
に
地
震

が
起
き
た
ら
ど
う
な
る
か
、
ど
う
行
動

す
る
か
を
、
皆
さ
ま
で
事
前
に
考
え
ま

し
ょ
う
。

【
日　

時
】
７
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
頃　

※
た
だ
し
、
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況

　

等
に
よ
っ
て
は
、
訓
練
を
中
止
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先　

総
務
課

ナ
ラ
ナ
ラ･･

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

の
実
施
に
つ
い
て

の
実
施
に
つ
い
て

　

す
こ
と

 

・
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰

　

を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を

　

作
る
こ
と

 

・
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
等
が

　

社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
ら

　

れ
る
環
境
を
作
る
こ
と

 

・
非
行
少
年
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環

　

境
を
作
る
こ
と

は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金（
又
は
両
方
）

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
刑
の
重
さ
か
ら
も

わ
か
る
と
お
り
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

ご
み
は
分
別
し
、
村
の
指
定
袋
に
入

れ
て
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

※
た
だ
し
、
例
外
規
定
で
あ
っ
て
も
近

　

隣
か
ら
の
苦
情
が
あ
る
場
合
は
、
行

　

政
指
導
、
改
善
命
令
等
の
対
象
と
な

　

り
ま
す
の
で
、
周
囲
に
は
十
分
な
配

　

慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◆
お
問
合
せ
先　

住
民
生
活
課

例
外
規
定
の
例

 

・
と
ん
ど
焼
き
、
農
業
で
発
生
し
た
稲

　

わ
ら
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等

苗

◆
入
札
日　

５
月
24
日

入
札
結
果 

３
ｔ
ク
ラ
ス
パ
ッ
カ
ー
車
購
入
等

○
落
札
者　

い
す
ゞ
自
動
車

近
畿
株
式
会
社

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）

６
，
８
０
４
，
０
０
０
円

○
履
行
期
間　

平
成
31
年
２
月
28
日
ま
で

黒
滝
村
役
場
庁
舎
改
修
工
事

設
計
監
理
委
託
業
務

○
落
札
者　

株
式
会
社
礎
建
築
事
務
所

○
落
札
金
額
（
消
費
税
込
）

１
，
７
２
８
，
０
０
０
円

○
履
行
期
間　

平
成
30
年
12
月
28
日
ま
で

税等の納期

７月３１日（火）

固定資産税　　   第２期
国民健康保険税   第１期 
介護保険料　　   第１期
後期高齢者医療   第１期

忘れずに
納付しましょう！
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左
記
の
保
険
証
や
高
齢
受
給
者
証
、
受
給

資
格
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
等
を
７
月
下
旬
に
「
簡
易

書
留
」
で
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ

き
、
８
月
１
日
以
降
、
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
新
し
い
「
保
険
者
証
」
等
を
ご
提
示

く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
等
は
、
窓
口

　

  （
役
場
保
健
福
祉
課
）
へ
返
却
い
た
だ
く

　

か
、
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
し
て
処
分
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
氏
名
、住
所
、健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ

　

た
と
き
は
、
事
前
に
変
更
届
出
を
し
て
く

　

だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
方

　

は
75
歳
以
上
の
方
で
す
が
、
一
定
の
障
が

　

い
の
あ
る
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
は
加

　

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く

　

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

医
療
費
制
度
の
お
知
ら
せ

医
療
費
制
度
の
お
知
ら
せ

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

 

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

 

・
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証

  （
子
ど
も
医
療
費
・
心
身
障
害
者
医
療
費
・

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
）

　

上
平
の
さ
つ
ま
い
も
畑
で
、
去
る
６
月
７
日
に
さ
つ

ま
い
も
の
苗
植
え
作
業
を
行
い
、
こ
ど
も
園
の
園
児
の

み
ん
な
が
お
手
伝
い
に
き
て

く
れ
ま
し
た
！

　

甘
く
て
美
味
し
い
「
紅
は

る
か
」
と
、
紫
芋
の
「
パ
ー

プ
ル
ス
イ
ー
ト
ロ
ー
ド
」
合

計
約
１
０
０
本
の
苗
を
、
園

児
た
ち
６
人
が
泥
ん
こ
に
な

り
な
が
ら
小
さ
な
手
で
植
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

畑
は
斜
面
に
な
っ
て
い
て
結
構
行
き
来
が
大
変
な
の

で
す
が
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
た
ち
が
何
度
も
行
っ

【こども園のみんながさつまいもの苗を植えてくれました！】

地域おこし協力隊の部屋 Vol. 20
今月のテーマ

平成３０年８月から、
高額療養費の上限額が変わります

　ひと月に医療機関に支払った額が高額になった場合に、定められた上限額を超えて支
払った額を払い戻す制度です。上限額は、個人や世帯の所得に応じて決まっています。
⇒平成３０年８月から、上限額（月ごと・７０歳以上）が下の表のように変わります。
　あわせて「限度額適用認定証」が必要になる場合がありますので、ご留意ください。

高額療養費制度とは、

年収約３７０       ～１，１６０万円（課税所得１４５       ～６８９万円）の方は
ご注意ください！！

平成３０年８月以降、ひと月にひとつの医療機関での支払が高額になる可能性がある方
は必ず、役場窓口にて「限度額適用認定証」の交付を申請してください。
※「限度額適用認定証」が提示されない場合、医療機関での支払額が高額になる場合があります。
　  （ただし、その場合でも、上限額を超えて支払われた額を後日払い戻すよう申請することができます。）

平成３０     年７月までの上限額（７０      歳以上） 平成３０     年８月からの上限額（７０      歳以上）

▼
新
た
に
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
申
請

（※１）世帯収入の合計額が 520 万円未満（１人世帯の場合は 383 万円未満）の場合や、「旧ただし書き所得」の合計額が 210 万円以下の場合も含みます。
（※２）過去１２か月以内に３回以上、上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
（※３）住民税非課税世帯の方については、従来どおり、限度額適用・標準負担額減額認定証を交付します。

尚、後期高齢者医療保険加入者の方で、限度額適用認定に該当する方には、
７月中に新しい認定証を郵送します。

◆お問合せ先
保健福祉課

　

65
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
世
帯
の
方
及
び
、

世
帯
全
員
が
介
護
状
態
等
（
障
害
者
手
帳
所

持
者
含
む
）
に
あ
る
方
、
ま
た
は
、
そ
の
方

の
介
護
者
が
65
歳
以
上
一
人
の
み
の
世
帯
な

ど
の
方
で
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
ま
た
は

各
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
装
置
を
設
置
さ
れ
て
お
り
緊

急
通
報
の
連
絡
先
の
見
直
し
が
必
要
な
方
も

あ
わ
せ
て
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ
先　

保
健
福
祉
課

緊
急
通
報
装
置
の

緊
急
通
報
装
置
の

設
置
に
つ
い
て

設
置
に
つ
い
て

　

犯
罪
被
害
者
支
援
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
員
（
第
12
期
）
を
募
集
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
７
月
31
日
（
火
）
ま
で

【
募
集
人
員
】
20
名
程
度

【
応
募
資
格
】

　

・
奈
良
県
在
住
の
成
人（
70
歳
未
満
の
方
）

　

・
性
別
、
職
業
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

　

・
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
活
動
の
趣
旨
に

　
　

賛
同
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

　
　

で
き
る
方

【
選　
　

考
】
書
類
選
考
の
上
、
面
接

【
講　
　

習
】
支
援
活
動
に
必
要
な
知
識
等

　

を
習
得
す
る
た
め
、
一
定
の
講
習
を
受
講

　

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

  《
期
間
》
8
月
31
日
〜
12
月
14
日

◆
お
問
合
せ
先

　

公
益
社
団
法
人　

な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

〒
６
３
０
‐
８
２
１
５

　

奈
良
市
東
向
中
町
６
番
地

　

奈
良
県
経
済
倶
楽
部　

経
済
会
館
４
階

　

☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐
６
９
３
５

　
　

※
月
〜
金
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

犯
罪
被
害
者
支
援

犯
罪
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

※緊急通報装置とは、病気や災害等の
　緊急時だけでなく、健康上の相談に
　も迅速で適切に対応できるシステム
　です。

た
り
来
た
り
頑
張
っ
て
く

れ
た
お
か
げ
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
作
業
が
終
わ
り

ま
し
た
。

　

み
ん
な
あ
り
が
と
う
！

　

先
生
方
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

美
味
し
い
さ
つ
ま
い
も

が
育
ち
ま
す
よ
う
に
〜
♪

（
勝
原
隊
員
）
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毎月１１日は

【人権を確かめあう日】
です

黒滝村人権・同和問題啓発活動推進本部

　旧中学校図書コーナーには約５，３００冊の本があります。
　あなたの探している本もあるかもしれませんので、どしど
しご利用ください。
■ 貸し出し日　　月～金曜日（祝日は休み）
■ 貸し出し期間　２週間
　※ただし、それ以上になる場合は、教育委員会へ連絡して
ください。

■ 今月のおすすめ
（小　説）仏果を得ず　／　三浦　しをん
　高校の修学旅行で人形浄瑠璃・文楽を観劇
した健は、義太夫を語る大夫のエネルギーに
圧倒されそのとりこになる。以来、義太夫を
極めるため、一心不乱に情熱を傾ける中、あ
る女性に恋をする。
　芸か恋か、悩む健は、人を愛することで義
太夫の肝をつかんでいく・・・。

人権とは、人間が幸せに生きて
いく権利です。
すべての人間が生まれながらに
持っている基本的な権利です。

図
書 室 だ よ り

　平成２９年度中に皆さまの善意で寄せられたお金は、
１９３，６９５円（預金利子含む）で、平成３０年３月末の預
金残高は１７，４２９，３４９円です。
　このお金は村内の金融機関に預け、収支については民生・児
童委員協議会で管理し、払い出しについては社会福祉に活用し
ています。

　平成２９年度の支出状況

◆お問合せ先　保健福祉課

平成２９年度善意銀行収支報告

平
成
平
成
3030
年
度
年
度    

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

①
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

【
対　
　

象
】

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　

  （
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

【
受
付
期
間
】

　

年
間
を
通
し
随
時　

【
試
験
日
】

　

７
月
22
日
（
日
）（
男
子
・
女
子
）

　

８
月
25
日
（
土
）（
男
子
・
女
子
）

　

８
月
26
日
（
日
）（
男
子
）

　

９
月
16
日
（
日
）（
男
子
）

　

９
月
24
日
（
月
・
祝
）（
女
子
）

【
試
験
内
容
】

　

筆
記
試
験
、口
述
試
験
、適
性
検
査
、

　

身
体
検
査

②
一
般
曹
候
補
生

　

  （
陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

【
対　
　

象
】

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
女

　

  （
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

【
受
付
期
間
】

　

７
月
１
日（
日
）〜
９
月
７
日（
金
）

【
試
験
日
】

　

一
次
試
験　

９
月
23
日
（
日
）

【
試
験
内
容
】

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査

　

※
二
次
試
験
で
口
述
試
験
及
び
身
体

　
　

検
査
が
あ
り
ま
す
。

○
二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格

　

発
表
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

【
対　
　

象
】

　

海
上　

18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
男
女

　

航
空　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男
女

　
　
　
　
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

【
受
付
期
間
】

　

７
月
１
日（
日
）〜
９
月
７
日（
金
）

【
試
験
日
】

　

一
次
試
験　

９
月
17
日（
月
・
祝
）

【
試
験
内
容
】

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査

　

※
二
次
試
験
か
ら
は
航
空
身
体
検

　
　

査
、
口
述
試
験
等
が
あ
り
ま
す
。

○
二
次
試
験
以
降
の
詳
細
は
一
次
試
験

　

合
格
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
会
場
】　
（
①
〜
③
共
通
）

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

◆
お
問
合
せ
先　

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

五
條
地
域
事
務
所

　

〒
６
３
７
‐
０
０
０
４

　

五
條
市
今
井
五
丁
目
１
‐
12

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

☎
０
７
４
７
‐
２
２
‐
３
７
８
９

【
受
験
資
格
】

①
警
察
官
Ａ

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

　

 

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

　

者
又
は
平
成
31
年
３
月
末
日
ま
で
に

　

卒
業
見
込
み
の
者
又
は
人
事
委
員
会

　

が
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

②
警
察
官
Ｂ

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

　

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

　

警
察
官
Ａ
以
外
の
者

【
受
付
期
間
】

　

・
郵
送
・
持
参

　
　

７
月
６
日（
金
）〜
８
月
24
日（
金
）

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　

７
月
６
日（
金
）〜
８
月
20
日（
月
）

【
第
一
次
試
験
】

　

・
体
力
試
験

　
　

９
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　

会　

場　

奈
良
県
警
察
学
校

　

・
教
養
試
験
、
論
作
文
試
験

　
　

９
月
16
日
（
日
）

　
　

会　

場　

県
立
二
階
堂
高
校

◇
口
述
試
験
対
象
者
発
表
日

　
　

９
月
27
日
（
木
）

平
成
平
成
3030
年
度
年
度    

奈
良
県
警
察
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
警
察
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

 

・
口
述
試
験

　
　

※
教
養
・
体
力
試
験
で
一
定
の
点
数

　
　
　

に
達
し
て
い
る
者
に
対
し
て
実
施

　
　

10
月
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　

会　

場　

奈
良
県
警
察
学
校

◇
第
一
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
　

10
月
18
日
（
木
）

【
第
二
次
試
験
】

　

・
身
体
検
査
、
適
性
検
査

　
　

11
月
１
日
（
木
）、
２
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　

・
口
述
試
験

　
　

11
月
26
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　

会　

場　

奈
良
県
警
察
学
校
又
は

　
　
　
　
　
　

警
察
本
部
第
二
庁
舎

◇
最
終
合
格
者
発
表
日

　
　

12
月
13
日
（
木
）　

◆
お
問
合
せ
・
受
験
申
込
先

　

奈
良
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

　

〒
６
３
０
‐
８
５
７
８

　

奈
良
市
登
大
路
町
80
番
地

　

☎
０
１
２
０
‐
３
５
１
‐
２
０
４

　
　

  （
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

HPhttp://w
w
w
.police.pref.                      

                                         nara.jp/

　・安心箱設置　　　　　　　６，９９８円

　・かんたんテント２張　３３５，２３２円

（短編集）かばん屋の相続　／　池井戸　潤
　池上信用金庫に勤める小倉太郎。その取引
先「松田かばん」の社長が急逝した。残され
た二人の兄弟。会社を手伝っていた次男に生
前、    「相続を放棄しろ」と語り、遺言には会
社の株全てを大手銀行に勤めていた長男に譲
ると書かれていた。父の想いはどこに？
　　　　　　　　　　　　　　　　　他５篇



　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
黒
滝
村
の

よ
さ
を
活
か
し
、
先
人
の
努
力
に

学
び
、
知
恵
と
心
を
結
集
し
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
村
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
こ
の
憲
章
を
制
定
し

ま
す
。

・
豊
か
な
自
然
を
ま
も
り
、
よ
り

住
み
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
努

め
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
い
、

や
さ
し
さ
と
あ
た
た
か
さ
に
み
ち

た
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
郷
土
の
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

若
い
力
を
は
ぐ
く
み
、
生
涯
学
習

の
ふ
く
ら
む
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

・
勤
労
を
尊
び
、
産
業
の
振
興
に

努
め
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
村

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

・
長
寿
の
よ
ろ
こ
び
を
み
ん
な
で

支
え
、
健
康
で
生
き
が
い
の
も
て

る
福
祉
の
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

黒
滝
村
村
民
憲
章

　発行　黒滝村役場　　　〒 638-0292　　吉野郡黒滝村大字寺戸７７番地
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村の施設の電話番号
市外局番（0747）

人口・世帯数
（６月１日現在）

　　男　　３４６人　　（±０）
　　女　　３７９人　　（－１）
　　計　　７２５人　　（－１）
　　世帯　３６８世帯　（－１）

役　場　　　　　　   62-2031
　　ＩＰ電話【0747-68-9200
　　　　　　　　　    ～ 9203】 
防災無線電話音声対応サービス
（専用ダイヤル）　     62-9010
教育委員会　　　　   62-2314
　　ＩＰ電話【0747-68-9204】
診療所　　　　　　   62-2747
　　ＩＰ電話【0747-68-9700】
歯科診療所　　　　   62-2621
デイサービスセンター
（社会福祉協議会）      62-2850  
　　ＩＰ電話【0747-68-9023】
こもれびホール　　   62-2280
黒滝駐在所　　　　   62-2034

観光施設に関することは、
　観光施設指定管理者
（株）黒滝森物語村     62-2770

くろたきテレビくろたきテレビ
11ch で放映中11ch で放映中

11ch では、村からの様々な11ch では、村からの様々な
お知らせを掲載していますお知らせを掲載しています
ので、ぜひご視聴ください。ので、ぜひご視聴ください。

　夏は、花火のシーズンでありますが、取扱い上の不注意か
ら毎年火災が発生しています。素敵な思い出にするためにも、
以下のことに注意しましょう。

　①子どもだけで花火をしない。

　②周りに燃えやすい物がないか確認する。

　③水バケツを準備して確実に火を消す。

　④風の強い日はしない。

◆お問合せ先　奈良県広域消防組合　下市消防署・黒滝分署
http://www.naraksk119.jp/

熱中症を予防して元気な夏を！
　夏が近づくと、家の中でじっとしていても室温や湿度が高
いために、体から熱が逃げにくく熱中症になる場合がありま
す。熱中症をしっかり予防し、楽しい夏を過ごしましょう。

≪熱中症予防のポイント≫
 ・部屋の温度をこまめにチェック！
　  （温度計を設置しましょう）
 ・室温は２８℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手
　に使いましょう！
 ・のどが渇かなくてもこまめに水分補給を！
 ・外出の際は体を締め付けない涼しい服装で、日よけ対策も
　忘れずに！
 ・無理をせず、適度に休憩を！（睡眠時間も十分に）
 ・日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

火災・救急は１１９
ついていますか？住宅用火災警報器

火遊び ･ 花火による火災の防止 

◆お問合せ先　奈良県広域消防組合　下市消防署・黒滝分署


